
 

佐
賀
地
本
は
、
9
月
23
日

（
日
）
、
唐
津
港
に
お
い
て
、

い
せ
入
港
支
援
実
行
委
員
会
の

協
力
を
頂
き
、
艦
艇
公
開
に
あ

わ
せ
て
、
募
集
広
報
活
動
を
行

い
ま
し
た
。 

 

護
衛
艦
「
い
せ
」
は
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
運
用
及
び
指
揮
通
信

に
関
す
る
中
枢
艦
で
あ
り
、
唐

津
港
へ
の
入
港
は
、
平
成
25
年

5
月
以
来
、
約
5
年
ぶ
り
と
な

り
ま
す
。 

 

今
回
の
入
港
に
あ
た
っ
て
は
、

入
港
日
と
自
衛
官
採
用
試
験
日

が
重
な
っ
て
い
た
た
め
、
日
頃

か
ら
唐
津
地
区
に
お
い
て
、
防

衛
に
関
し
て
深
い
ご
理
解
を
頂

い
て
い
る
協
力
団
体
を
中
心
と

し
た
実
行
組
織
「
い
せ
入
港
支

援
実
行
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ 

て
頂
き
、
同
委
員
会
の
全
面
的

な
協
力
の
も
と
、
今
回
の
入
港

が
実
現
し
ま
し
た
。 

 

唐
津
港
は
防
災
の
拠
点
と
な

る
重
要
な
港
で
あ
り
、
地
域
の

皆
様
方
の
協
力
に
よ
っ
て
、
今

回
の
入
港
が
実
現
し
た
こ
と
は
、

大
変
意
義
深
い
も
の
と
な
り
ま

し
た
。 

 

9
月
22
日
（
土
）
に
は
、
入

港
歓
迎
式
が
行
わ
れ
、
峰
唐
津

市
長
に
よ
る
歓
迎
の
言
葉
に
引

き
続
き
、
花
束
贈
呈
の
後
、
唐

津
市
と
「
い
せ
」
か
ら
の
記
念

品
を
相
互
に
交
換
し
、
関
係
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

9
月
23
日
（
日
）
に
は
、
一

般
公
開
が
行
わ
れ
、
約
４
３
０

０
名
の
方
々
に
足
を
運
ん
で
頂

き
、
海
上
自
衛
隊
の
活
動
に
つ 

 

佐
賀
地
本
は
、
9
月
7
日

（
金
）
、
唐
津
市
内
に
お
い
て

行
わ
れ
た
第
53
回
九
州
・
沖
縄

地
区
防
衛
協
会
連
絡
協
議
会
佐

賀
大
会
を
支
援
し
ま
し
た
。 

 

本
協
議
会
は
、
我
が
国
の
防

衛
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
各
県
が
主
管
す
る

大
会
が
年
１
回
実
施
さ
れ
、
本

年
度
は
、
佐
賀
県
に
お
い
て
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 

記
念
式
典
に
お
い
て
は
、
国

会
議
員
の
先
生
方
々
か
ら
、
ご

祝
辞
を
頂
き
、
続
く
記
念
講
演

会
に
お
い
て
は
、
前
統
合
幕
僚 

い
て
理
解
を
深
め
て
頂
く
と
と

も
に
、
佐
賀
地
本
と
海
上
自
衛

隊
佐
世
保
地
方
総
監
部
に
よ
る

広
報
コ
ー
ナ
ー
に
も
、
多
く
の

皆
様
方
に
立
ち
寄
っ
て
頂
き
ま

し
た
。 

長
の
岩
﨑
茂
氏
を
お
招
き
し
て
、

「
我
が
国
の
防
衛
政
策
の
現
状

と
課
題
」
に
つ
い
て
の
講
話
を

頂
き
ま
し
た
。 

 
懇
親
会
に
お
い
て
は
、
津
軽

三
味
線
、
地
本
部
員
に
よ
る
剣

舞
、
女
性
部
会
に
よ
る
踊
り
が

披
露
さ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
参
加
者
の
皆
様
方
は
、
笑

顔
で
会
場
を
後
に
さ
れ
て
い
ま

し
た
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
今
後
も
協
力

団
体
の
支
援
を
通
じ
て
、
防
衛

基
盤
の
拡
大
に
努
め
て
参
り
ま

す
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
今
回
の
入
港

に
ご
協
力
を
頂
い
た
多
く
の
皆

様
方
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
も
防
衛
省 

・
自
衛
隊
の
窓
口
と
し
て
活
動

を
行
っ
て
参
り
ま
す
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
9
月
28
日

（
金
）
か
ら
10
月
2
日
（
火
）

ま
で
の
間
、
久
留
米
駐
屯
地
に

お
い
て
、
第
４
特
科
連
隊
（
久

留
米
）
が
担
任
す
る
予
備
自
衛

官
招
集
５
日
間
訓
練
に
参
加
す

る
64
名
の
予
備
自
衛
官
の
受
け

入
れ
等
を
支
援
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
訓
練
の
一
部
が
台

風
24
号
の
影
響
で
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
参
加
し
た
予
備
自

衛
官
は
、
計
画
さ
れ
た
各
種
の

訓
練
に
真
剣
な
表
情
で
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
9
月
22
日

（
土
）
、
県
内
5
コ
会
場
に
お

い
て
、
平
成
30
年
度
第
2
回
一

般
曹
候
補
生
第
1
次
試
験
及
び

第
4
回
自
衛
官
候
補
生
筆
記
試

験
を
行
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
若
干
の
雨
は
降
り

ま
し
た
が
、
交
通
へ
の
影
響
は

な
く
、
規
定
の
時
間
に
お
い
て
、

厳
正
な
試
験
管
理
の
中
、
整
斉 

 

今
回
の
訓
練
に
は
、
最
終
の

任
期
満
了
を
迎
え
る
２
名
の
方

と
、
予
備
自
衛
官
と
し
て
30
年

間
、
10
年
間
、
5
年
間
と
勤
務

さ
れ
た
４
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
勤
務
を
称
え
て
、

表
彰
状
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
予
備
自
衛
官

と
訓
練
担
当
部
隊
と
の
連
携
を

大
切
に
し
、
安
心
し
て
出
頭
で

き
る
環
境
を
保
っ
て
参
り
ま
す
。 

円
滑
に
試
験
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

 

一
般
曹
候
補
生
約
１
３
０
名

及
び
自
衛
官
候
補
生
約
１
２
０ 

 
 

名
の
受
験
者
は
、
最
後
ま
で
、

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
引
き
続
き
、

平
成
30
年
度
各
種
採
用
試
験
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 
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平和を、仕事にする。 
陸海空自衛官募集  

妙見埠頭に接岸した護衛艦「いせ」 

広報コーナーにおける募集広報活動 

受付を行って頂いた「いせ入港支援 
実行委員会」の皆様方 

搭載ヘリコプターの見学 

峰唐津市長と乗組員代表との記念撮影 

試験実施要領の説明を受ける受験者 

搭載機用エレベータで甲板上に移動 

地域との関係を深める 

前統合幕僚長 岩﨑氏による記念講演 

大盛況に終了した「佐賀大会」 

国
を
護
り
続
け
る
予
備
自
衛
官 

こ
の
時
代
の
「防
人
」を
目
指
し
て 

（護衛艦「いせ」唐津港入港） 

 採用予定月の１日現在、１８歳以上３３歳未満の男子（女子） 

 ただし、３２歳の者にあっては、採用予定月の１日から起算して 
３月に達する日の翌月の末日現在、３３歳に達していない者に限る。 
※詳細につきましては、次頁に記載しています各事務所等へお問い合わせ下さい。 
  

（変更前） 
 採用予定月の１日現在、１８歳以上２７歳未満の男子（女子） 

訓練を行う予備自衛官 

自衛官候補生応募資格の変更に関するお知らせ 

永年の勤務を称えての記念撮影 

九
州
・
沖
縄
地
区
防
衛
協
会
連
絡
協
議
会
佐
賀
大
会
を
支
援 

予備自衛官等採用年齢の変更に関するお知らせ 

平成３０年１０月１日から、予備自衛官及び即応予備自衛官採用年齢 
(陸、海、空士(即応予備自衛官は陸士))が以下のとおり変更されました。 

採
用
年
齢 

退職時 
階 級 

士長 １士 ２士 

現 行 ３７歳未満 

改正後 ５５歳未満 

○予備自衛官 

採
用
年
齢 

退職時 
階 級 

士長 １士 

現 行 ３２歳未満 

改正後 ５０歳未満 

○即応予備自衛官 

平成３０年１０月１日から、自衛官候補生応募資格が以下のとおり変更されました。 



 

武
雄
地
域
事
務
所
は
、
９
月

に
入
り
、
担
当
す
る
中
学
校

（
鹿
島
東
部
、
鹿
島
西
部
、
多

良
）
３
校
の
２
年
生
11
名
の
職

場
体
験
学
習
に
同
行
し
ま
し
た
。 

 

各
２
日
間
の
日
程
で
、
陸
自

目
達
原
・
久
留
米
駐
屯
地
、
海

自
佐
世
保
基
地
、
空
自
背
振
山

分
屯
基
地
に
お
い
て
、
施
設
及

び
装
備
品
等
の
見
学
や
、
基
本

動
作
等
を
体
験
す
る
と
と
も
に

隊
員
食
堂
で
食
事
を
し
ま
し
た
。 

 

参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
、
日 

 

唐
津
出
張
所
に
お
い
て
、
８

月
か
ら
９
月
の
間
、
自
衛
隊
の

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
航
空
自
衛
隊
の

ナ
イ
ス
ガ
イ
「
小
濱
康
滉
（
や

す
ひ
ろ
）
」
１
等
空
士
を
紹
介

し
ま
す
。 

 

小
濱
１
士
は
、
航
空
自
衛
隊

西
部
航
空
施
設
隊
（
芦
屋
）
に

勤
務
中
の
と
こ
ろ
、
募
集
活
動

が
本
番
を
迎
え
る
こ
の
時
期
に

地
元
唐
津
市
出
身
隊
員
と
し
て

臨
時
勤
務
を
行
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。 

 

学
校
で
の
募
集
制
度
説
明
会 

頃
、
見
る
こ
と
の
な
い
装
備
品

等
を
前
に
「
ど
の
よ
う
に
し
て

操
縦
す
る
の
で
す
か
。
」
等
の

多
く
の
質
問
が
あ
っ
た
ほ
か
、

「
将
来
の
夢
は
、
自
衛
官
で

す
。
」
と
の
う
れ
し
い
声
も
あ

り
ま
し
た
。 

 

武
雄
地
域
事
務
所
は
、
一
人

で
も
多
く
の
方
に
自
衛
隊
の
こ

と
を
知
っ
て
頂
け
る
よ
う
、
積

極
的
に
広
報
活
動
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。 

 

に
お
い
て
は
、
学
生
と
の
年
齢

も
近
く
、
気
さ
く
に
経
験
談
を

披
露
す
る
と
と
も
に
、
各
種
地

域
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
は
、
笑

顔
と
爽
や
か
な
対
応
で
、
自
衛

官
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
く
れ
ま

し
た
。 

 

昨
今
、
自
衛
官
等
募
集
に
と

り
ま
し
て
は
、
厳
し
い
環
境
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
部
隊
の
協

力
を
活
か
し
て
、
唐
津
出
張
所

員
一
同
、
今
年
度
の
募
集
目
標

達
成
に
向
け
て
、
募
集
広
報
活

動
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

 

佐
賀
募
集
案
内
所
は
、
9
月

10
日
（
月
）
、
受
験
予
定
者
等

の
護
衛
艦
「
あ
り
あ
け
」
に
よ

る
体
験
航
海
へ
の
参
加
を
支
援

し
ま
し
た
。 
 

本
体
験
航
海
は
、
佐
世
保
基

地
か
ら
三
菱
重
工
長
崎
造
船
所

へ
の
定
期
整
備
の
た
め
の
ド
ッ

グ
入
り
に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。 

 

当
日
は
、
海
上
自
衛
隊
を
受

験
予
定
の
2
名
の
方
に
、
「
出

港
用
意
」
と
「
入
港
用
意
」
の

号
令
を
艦
長
代
行
と
し
て
行
う 

 

鳥
栖
地
域
事
務
所
は
、
9
月

26
日
（
水
）
か
ら
9
月
28
日

（
金
）
ま
で
の
間
、
担
当
す
る

鳥
栖
中
学
校
の
職
場
体
験
学
習

に
同
行
し
ま
し
た
。 

 

生
徒
た
ち
は
、
駐
屯
地
等
に

お
い
て
、
自
衛
隊
の
概
要
説
明

を
受
け
た
後
、
陸
自
久
留
米
駐

屯
地
で
は
、
基
本
動
作
の
体
験

や
装
備
品
の
展
示
、
陸
自
目
達

原
駐
屯
地
で
は
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
や
部
品
補
給
の
見
学
、
海

自
佐
世
保
教
育
隊
で
は
、
艦
艇

の
見
学
や
ロ
ー
プ
の
結
び
方
の 

サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
り
、
艦
内
で

の
食
事
を
含
め
て
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
て
頂
く
こ
と
が
で

き
、
受
験
へ
の
意
欲
を
高
め
て

頂
け
た
様
子
で
し
た
。 

 

ま
た
、
受
験
予
定
者
に
同
行

し
た
大
隈
広
報
官
の
子
弟
が
本

艦
に
勤
務
し
て
お
り
、
お
互
い

に
激
励
す
る
と
い
う
一
幕
も
あ

り
ま
し
た
。 

 

佐
賀
募
集
案
内
所
は
、
今
後

も
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、

積
極
的
に
募
集
広
報
を
行
っ
て

参
り
ま
す
。 

体
験
等
を
行
い
ま
し
た
。 

 

参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
、

「
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
自
衛
隊
の
こ
と
が
わ
か
っ

て
良
か
っ
た
。
」
、
「
普
段
聞

け
な
い
自
衛
隊
の
こ
と
を
教
え

て
も
ら
っ
て
、
自
衛
隊
に
興
味

を
持
ち
ま
し
た
。
」
と
の
う
れ

し
い
感
想
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

鳥
栖
地
域
事
務
所
は
、
今
後

も
職
場
体
験
等
を
通
じ
た
広
報

活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
参
り

ま
す
。 

 
 
 
【お知らせ】 
 
 バルーンフェスタ期間中、 
本部庁舎（佐賀市与賀町 
２－１８）屋上に「熱気球型 
アドバルーン」が揚がります。 
 皆様のお越しを心より 
お待ちしております。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

               「佐賀県内の１０市１０町と自衛隊との 
               連携強化」に向けた取り組みです。 
                 空高く舞い上がるように、佐賀地本は 
               活動して参ります。 

地
元
出
身
隊
員
が
自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ 

鳥
栖 
唐
津 

佐
賀 

採 用 案 内 

武
雄 

バルーンフェスタ連動企画 

 詳細につきましては、最寄りの事務所等へお問い合わせ下さい。 

事務所等 住  所 電話番号 

本  部 
〒８４０－００４７ 
佐賀市与賀町２－１８ 

０９５２－２４－２２９１ 

唐  津  出  張  所 
〒８４７－００８５ 
唐津市和多田本村１－７ 

０９５５－７２－８６９７ 

武雄地域事務所 
〒８４３－００２３ 
武雄市武雄町大字昭和４３－１５ 

０９５４－２３－８３０４ 

鳥栖地域事務所 
〒８４１－００３７ 
鳥栖市本町１－９６２－１ 

０９４２－８３－４０７７ 

佐賀募集案内所 
〒８４０－０８０１ 
佐賀市駅前中央１丁目１３－４０ 

０９５２－３１－５００２ 

中
学
生
が
自
衛
隊
の
職
場
を
体
験 

中
学
生
が
自
衛
隊
の
職
場
を
体
験 

体
験
航
海
で
自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ 

募集種目 応募資格（学歴・年齢） 受付期間 試験日 

自衛官候補生 

１８歳以上 
３３歳未満の者 
（３０．１０．１規則改正により変更） 
※詳細は、お問い合わせ下さい。 

年間を通じて 
行っております。 

受付時にお知らせします。 

※女子については、お問い合わせ下さい。 

陸上自衛隊 
高等工科学校生徒 

推薦 

男子で中卒（見込含） 

１７最未満の成績優秀かつ生徒会活動
等に顕著な実績を修め、学校長が推薦
できる者 

１１月１日 
～１１月３０日 

３１年１月５日～７日 
※いずれか１日を指定されます。 

一般 
男子で中卒（見込含） 
１７歳未満の者 

１１月１日 
～３１年１月７日 

１次試験：３１年１月１９日 
２次試験：３１年２月１日～４日 

学校において体験談を披露 

地域イベントで自衛隊をＰＲ 

昼食のカレーライスを味わう参加者 

艦上での再会を喜ぶ大隈広報官（写真右） 
及び子弟（写真左）と参加者との記念撮影 

ロープの結び方を体験 
（海自佐世保基地） 

装備品（ヘリコプター）の説明 
（陸自目達原駐屯地） 

基本動作を体験 
（陸自久留米駐屯地） 

ロープの結び方を体験 
（海自佐世保教育隊） 

製作中の熱気球型アドバルーン 

１０（てん）市１０（てん）町 
プロジェクト開始 


